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 非破壊試験技術者の技術者の能力・技量は，JIS Z 2305:2013（非破壊試験技術者の資格及び認

証）においてレベル 1，レベル 2 及びレベル 3 に分類している。認証されたレベル 3 技術者は、対

象となる NDT 作業の実施及び指示する力量が実証されていることから、次の項目が規定されてい

る。 

a) 現行の規格，コード及び仕様書によって結果を評価し，解釈する力量をもっている。 
b) NDT 方法の選択，NDT 技法の確立及びほかに判定基準が存在しない場合にはその確立を補佐

するために，適用する材料，製造，プロセス及び製品技術についての十分な実技に関する知識

をもっている。 
c) ほかの NDT 方法に関する一般的な知識に精通している。 
 
 一方、レベル 3 技術者に，資格証明書に明記された力量の範囲で，次の各事項を実施することを

許可してもよいと規定されている。 
a) 試験設備，並びに試験センター及びその職員についての全責任を負う。 
b) NDT 指示書及び手順書を作成し，編集上及び技術上の精査，並びに妥当性を実証する。 
c) 規格，コード，仕様書及び手順書を解釈する。 
d) 使用する特定の NDT 方法，手順書及び NDT 指示書を指定する。 
e) 全レベルの全ての作業を実施し，監督する。 
f) 全レベルの NDT 技術者を指導する。 
 
 2001 年には国際整合化の対応として，JIS Z 2305（非破壊試験―技術者の資格及び認証）が制

定された。2012 年に ISO 規格と欧州の EN 規格との統一が図られ、JIS Z 2305 は ISO9712:2012
をもとに 2013 年に改正された。そこで、本書の改訂にあたっては、この改正 JIS に基づき行なっ

ており、そこで教育・訓練のために取り上げている ISO/TR25107（訓練用シラバス）に関する訓

練要綱を採用して放射線透過試験技術者レベル 3 に対応し得る内容としている。 
 本書は，上級の試験技術者を対象としているが、従来のテキストの内容に、“用語と歴史”、“NDT
に関わる品質局面”などを新たに加え、さらにデジタルラジオグラフィなどの最新の放射線透過試

験技術も含めて全面的に改訂・編集を行ったものである。 
（はしがきより抜粋） 

 














